


　明けましておめでとうございます。
　民生委員・児童委員の皆様には、健やかに令和 5年の新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　昨年は新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、少しずつ活動が再開され始めた一年でした。
　そのような中、皆様方におかれましては、人と人とが繋がっていられるよう様々な工夫を凝らし、
地域の皆さんのために熱意をもって活動されました。心から感謝申し上げます。

　また、昨年はエネルギー価格・物価高騰が進み、県民・事業者の皆様が厳しい状況に置かれました。
これには、速やかに補正予算を組み、機動的に対応しました。
　降ひょう、豪雨、土砂災害などの災害にも迅速的確に対応してまいりました。
　こうした危機に対応しつつ、私が知事に就任して初めての 5か年計画を 4月にスタートさせました。

　近年は、変化が激しく予測が難しい時代であり、仕事への取り組み方の「変革」が必要です。
　本県が進めるデジタルトランスフォーメーション（DX）は、社会全体の変革を目指すものです。デ
ジタル技術による省力化で生じた時間を、対面の仕事、創造的な仕事、多様な主体との共創的な仕事
へシフトさせることが肝心です。
　人口減少下でも社会全体の生産性向上により、持続的に発展する社会を構築したいと考えます。

　そして、今年こそポストコロナ元年とし、未来を見据えた大きな変革の年にしたいと考えています。
　まずは、コロナ対策に最優先で取り組むとともにエネルギー価格・物価高騰に対応し、一日も早い
経済の回復を進めます。
　その上で、未来への確かな布石として、人材育成としての「人」、強い埼玉県経済に不可欠な「企
業」、この人や企業が根付く「地域」、これら「人・企業・地域」三位一体で、持続可能な成長ができ
る施策を進めてまいります。
　また、「日本一暮らしやすい埼玉」の実現に向け、子供をはじめ高齢者、障害者、女性、LGBTQな
ど誰もが社会に参画する取組や、災害から県民を守る取組を加速させてまいります。

　今年の干支「卯（うさぎ）」は、「飛躍」、「向上」を象徴するものです。今年が埼玉県の飛躍と向上
の年となるよう、皆様とともに「ワンチーム埼玉」で県政に取り組んでまいります。

令和5年 知事年頭挨拶

未来への確かな布石未来への確かな布石
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　あけましておめでとうございます
　埼玉県民生委員・児童委員、主任児童委員の皆さま、ご健勝にて輝かしい年を迎えられ心よりお慶
び申し上げます

　この度、大谷前会長からバトンタッチし、会長として務めることとなりました寺田でございます。
大谷前会長の足跡を受け継ぎ、さらなる前進を目指して参ります。皆さまのご理解、ご協力をお願い
申し上げます。

　昨年12月の改選後、私たち民生委員・児童委員、主任児童委員は、地域の方たちのよき相談相手と
して活動を開始しています。また、微力ではありますが、地域の共生に向け、「きづき、つなぐ、見守
る」を糧として活動を進め、同時に関係機関との連携を深めていければ幸いに思います。

　県民児協は62市町村民児協の会長が主体となり、 4つの部会で活動しています。この 3年間コロナ
禍で、新任研修が思うようにできませんでした。そこで、「民生委員・児童委員、主任児童委員活動ハ
ンドブック」と、「主任児童委員活動ハンドブック」を作成し、全民生委員・児童委員、主任児童委員
に配付しました。今後、各市町村で研修して、民生委員・児童委員活動に役立ててくださるようお願
いします。

　令和 5年度は「全民生委員・児童委員に情報を伝える」をテーマとして、県大会において、研修部
会、地区民児協支援部会、広報部会、主任児童委員部会の 4部会から事例発表を行い、冊子にして全
民生委員・児童委員に配付した
いと思います。
　各部会が、横の連携を大切に
委員としてのスキルアップとな
るよう努力し、多様性を考えな
がら実践していければと考えて
います。

　結びに本年も市町村民児協に
は益々のご繁栄と、皆さまのご
活躍とご健勝を心よりご祈念申
し上げ、新会長として新年のご
あいさつといたします。

令和5年 会長年頭挨拶

さらなる前進を目指してさらなる前進を目指して
一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会
� 会　長　� 会　長　寺 田　治 子寺 田　治 子

大
野
知
事
を
訪
問
し
、
会
長
就
任
の
挨
拶
を

し
ま
し
た
。（
令
和
5
年
1
月
27
日
）
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県 民 児 協  役 員 紹 介県 民 児 協  役 員 紹 介
　令和 5年 1月18日（水）に開催された第166回評議員会及び第177回理事会において、
次の役員が補充選任されました。� ―敬称略―

熊
谷
市

寺
田　
治
子

会長（理事）

本
庄
市

芦
澤　
吉
一

川
越
市

藤
崎　
　
昇

戸
田
市

磯
部　
恒
子

三
郷
市

志
子
田
健
一

副会長（理事）副 会長（理事）

東部ブロック 南部ブロック

主任児童委員部会長 全　　県

西部ブロック 北部ブロック

令
和
4
年
度 

栄
典
及
び
各
種

表
彰
受
章
者
等
の
紹
介

�

（
敬
称
略
）

■理　事
八潮市　篠木　　猛
白岡市　矢島　静江

■監　事
羽生市　鈴木　康夫

■評議員
加須市　尾髙　幸江
春日部市　金重　光江
草加市　丹下　和子
越谷市　齊藤　峰雄
久喜市　木村　　晃
蓮田市　木村　　久
幸手市　市川　照夫
吉川市　鈴木　庄次
宮代町　根岸　博美
杉戸町　大橋登喜夫
松伏町　明戸　恵子

■理　事
蕨市　　佐藤　政美
朝霞市　土佐　隆子
桶川町　中村　文雄
■監　事
伊奈町　加藤　　衛
■評議員
川口市　宇佐美德紀
鴻巣市　大島　幸雄
上尾市　小杉　道郎
志木市　恩田　文秋
和光市　栁下　　昇
新座市　大戸　榮次
北本市　熊木　庄吾

■理　事
R5.3.29 選任予定

■常務理事
　　　　牧野　文隆

■理　事
狭山市　藤野美佐子
三芳町　蕪木　忠政
■監　事
坂戸市　佐藤　和恵
■評議員
所沢市　市川　　實
飯能市　井上久美子
東松山市　金杉　　明
入間市　江口　哲郎
富士見市　戸田　信江
鶴ヶ島市　川上　和江
日高市　前嶋謙一郎
ふじみ野市　市來久美子
毛呂山町　森澤美智子
越生町　伊藤　光枝
滑川町　吉野　晴夫
嵐山町　笠谷　芳子
小川町　土田　芳夫
川島町　黒図　光男
吉見町　江森　幸一
鳩山町　矢野　幹夫
ときがわ町　岩田　利二
東秩父村　鈴木　洋三

■理　事
秩父市　坂本　哲男
神川町　木村　葉子

■評議員
熊谷市　R5.3.29 選任予定
行田市　長島　敬二
深谷市　大谷かをる
横瀬町　井出二三男
皆野町　宮前　浩之
長瀞町　染野　　操
小鹿野町　黒澤　茂雄
美里町　森田　　實
上里町　木村　達夫
寄居町　吉田　　豊

❖
春
秋
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

【
民
生
委
員
功
労
】

　
瑞
宝
単
光
章

　
　
熊
谷
市�

寺
田　
治
子
（
春
）

　
　
八
潮
市�

篠
木　
　
猛
（
秋
）

　
藍
綬
褒
章

　
　
朝
霞
市�

槗
本　
芳
博
（
春
）

【
運
輸
安
全
行
政
事
務
功
労
】

　
瑞
宝
小
綬
章

　
　
蓮
田
市�

野
村　
　
優
（
秋
）

【
更
生
保
護
功
労
】

　
瑞
宝
双
光
章

　
　
草
加
市�

渡
邉　
幸
司
（
秋
）

【
危
険
業
務
功
労
】

　
瑞
宝
単
光
章

　
　
東
松
山
市�

小
川　
恭
正
（
春
）

【
消
防
功
労
】

　
瑞
宝
単
光
章

　
　
戸
田
市�

針
替　
一
浩
（
秋
）

❖
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

【
民
生
委
員
功
労
】

　
　
羽
生
市�

鈴
木　
康
夫

　
　
志
木
市�

吉
田　
豊
子

　
　
鶴
ヶ
島
市�

武
田　
和
子

　
　
三
芳
町�

三
瓶
ス
ミ
子

　
　
嵐
山
町�

青
木　
裕
子

　
　
杉
戸
町�

大
橋
登
喜
夫

【
民
生
委
員
優
良
活
動
団
体
表
彰
】

　

�

深
谷
市
岡
部
地
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会

　

�「
学
校
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
／
平

成
18
年
１
月
１
日
か
ら
現
在
に
至
る
」

※�理事・監事・評議員の任期は、令和 6年 5月
の定時評議員会終結のときまでです。

（R5.3.29 選任予定）
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大
会
1
日
目
は
、
式
辞
、
表
彰
等
の

式
典
、
特
別
講
義
、
大
会
宣
言
の
採
択

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
民
生
委
員

児
童
委
員
連
盟
　

会
長

�

丹
羽　
　
薈　
氏

開
会
あ
い
さ
つ

開
会
あ
い
さ
つ

特
　
別
　
講
　
義

特
　
別
　
講
　
義

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

活
動
交
流
集
会

活
動
交
流
集
会

大
　
会
　
宣
　
言

大
　
会
　
宣
　
言

式
　
辞

式
　
辞

全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
　

会
長

�

得
能　
金
市　
氏

　
91
回
目
と
な
っ
た
本
大
会
は
、
令
和
4
年
10
月
19
日
～
20
日
に
愛

知
県
名
古
屋
市「
名
古
屋
国
際
会
議
場
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
4
年
ぶ
り
に
ほ
ぼ
通
常
で
の
開
催
と
な

り
、
約
2
，6
0
0
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
全
国
各
地
か
ら
集

ま
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
正
副
会
長
及
び

理
事
・
監
事
、
評
議
員
、
事
務
局
職
員
の
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「「
第第
9191
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」

回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。��

～
写
真
で
語
る
全
国
大
会
～

～
写
真
で
語
る
全
国
大
会
～

令
和
令
和
44
年
度
年
度

参
加
報
告

　
大
会
2
日
目
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
設

置
と
こ
れ
か
ら
の
児
童
委
員
活
動
～『
全

国
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方
策
２
０

１
７
』を
踏
ま
え
て
考
え
る
」の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
9
つ
の
活
動
交
流
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
省
庁
再
編
や
制
度

改
正
に
よ
っ
て
活
動

環
境
は
変
わ
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
活
動

の
目
的
は
不
変
で
あ

り
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
交
流
集
会
6

「
生
活
困
窮
者
世
帯

へ
の
支
援
と
民
生
委

員・児
童
委
員
活
動
」

で
は
、
本
会
の
大
谷

会
長
が
、
全
民
児
連
の
理
事
と
し
て
運

営
責
任
者
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

��

～
人
に
寄
り
添
い
助
け
合
う
社
会
～

～
人
に
寄
り
添
い
助
け
合
う
社
会
～

み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に

み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋

��
創
業
者　
宗
次　
德
二　
氏

創
業
者　
宗
次　
德
二　
氏

　
社
会
や
活
動
環
境
が
変
化
す
る
な
か
、

民
生
委
員
活
動
、
児
童
委
員
活
動
、
主

任
児
童
委
員
活
動
を
不
可
分
一
体
の
活

動
と
し
て
す
す
め
る
こ
と
が
重
要
と
し
、

次
の
よ
う
な
5
つ
の
取
り
組
み
が
大
会

宣
言
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

と
、
災
害
に
備
え
た
平
常
時
か

ら
の
地
域
づ
く
り

◉�

基
本
的
人
権
へ
の
理
解
と
、
啓

発
活
動
に
協
力
し
、
人
権
を
尊

重
し
た
地
域
づ
く
り

◉�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
、

主
任
児
童
委
員
活
動
の
正
し
い

理
解
の
浸
透
と
一
層
の
充
実
・

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

◉�

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
相
談
活

動
を
継
続
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
地
域
共
生
社
会
づ
く
り

◉�

率
先
し
て
地
域
の
子
育
て
応
援

団
と
な
り
、
子
育
て
家
庭
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り

◉�

災
害
被
災
地
へ
の
支
援
の
継
続

講
　
師

テ
ー
マ

　

全
国
の
委
員
が
と
も
に
今
後
の
活
動

の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
、
研
鑽
を
深

め
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

オープニング
名古屋おもてなし

武将隊®

会場前の様子

シンポジウム

本会
参加者
15名

活動交流集会6

アトラクション
にっぽんど真ん中祭り
出演チームによる演舞
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研
修
部
会

研
修
部
会

主
任
児
童
委
員
部
会

主
任
児
童
委
員
部
会

部
会
活
動
報
告

部
会
活
動
報
告

子
育
て
支
援
に
関
す
る
研
修
会

　

令
和
4
年
10
月
4
日
に
、
子
育
て
支

援
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
部
会
と
の
合
同
開
催
に

よ
り
、
県
内
62
市
町
村
の
会
長
と
主
任

児
童
委
員
部
会
員
が
対
面
も
し
く
は
リ

モ
ー
ト
の
い
ず
れ
か
希
望
す
る
方
法
で

参
加
し
ま
し
た
。

▪
午
前
の
部

テ
ー
マ
「
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ

と
が
楽
し
い
埼
玉
県
へ
」

講
師
：
埼
玉
県
福
祉
部
少
子
政
策
課

�

主
幹　
川
野
辺　
健
志　
氏

�

主
幹　
下
田　
佳
代
子　
氏

（
1
）
講
義

　

埼
玉
県
の
少
子
化
の
現
状
に
つ
い
て

デ
ー
タ
で
ご
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
子
育

て
支
援
に
関
す
る
県
の
施
策
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、子
ど

も
の
居
場
所
づ
く

り
の
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、“
子

ど
も
食
堂
”“
無
料

学
習
塾
”“
プ
レ
ー

パ
ー
ク
”の
3
つ
を

取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
県
内
市
町

村
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
2
）
意
見
交
換

　

講
義
の
後
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま

し
た
。
県
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
方
法
や
プ
レ
ー
パ
ー
ク
に
関
す
る
情

報
交
換
な
ど
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
必
要

な
こ
と
や
つ
な
ぐ
う
え
で
の
想
い
に
つ

い
て
多
く
の
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

▪
午
前
の
部
②

テ
ー
マ
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進

協
議
会
に
お
け
る
経
過
報
告
」

講
師
：�

埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会　
主
任
児
童
委
員
部
会

�

部
会
長　
清
水　
秀
文

　

埼
玉
県
が
設
置
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
推
進
協
議
会
の
経
過
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
支
援
体
制
整
備
の
進

捗
や
、
手
引
き
の
作
成
に
向
け
て
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
情
報

共
有
い
た
し
ま
し
た
。

▪
午
後
の
部

テ
ー
マ
「
認
知
症
の
人
の
希
望
を
叶
え

る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

講
師
：�

社
会
福
祉
法
人 

浴
風
会 

認
知
症

介
護
研
究
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

�

花
田　
健
二　
氏

　

認
知
症
の
方
が
主
体
的
に
行
動
す
る

こ
と
を
助
け
る
“
希
望
を
叶
え
る
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
”
に
つ
い
て
、
実
際
の
使
用

例
を
中
心
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
意
志
で
カ
ー
ド
を
作
成
し
て

も
ら
い
、
本
人
が
少
し
で
も
や
り
た
い

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
も
の
で
す
。

　
主
任
児
童
委
員
部
会
は
4
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
4
年
11
月
9
日
に
午
前
の
部
、
午
後

の
部
と
二
つ
の
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
分
科
会
2
の
不
登
校

支
援
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
教
育
局
生
徒

指
導
課 

課
長
小
西
康
雄
様
よ
り
「
生
徒

不
登
校
支
援
に
つ
い
て（
分
科
会
2
）
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主
任
児
童
委
員
部
会
分
科
会
1
の
委

員
が
中
心
と
な
り
埼
玉
県
主
任
児
童
委

員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
笑
顔
を
つ
な

ご
う
」
が
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

に
続
き
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
く

の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
複
雑
化

指
導
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
―
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
対
応
―
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
当
日
は
事
情
に

よ
り
急
遽
、
リ
モ
ー
ト
講
義
に
な
り
ま

し
た
。

　
小
西
様
か
ら
の
お
話
に
対
し
て
、
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
、
意
見

が
出
ま
し
た
。
今
ま
で
お
話
を
聴
く
機
会

が
な
か
っ
た
立
場
の
講
師
の
方
な
の
で
積

極
的
に
意
見
交
換
会
が
開
催
で
き
ま
し

た
。
不
登

校
の
子
ど

も
へ
の
対

応
、
見
守

り
の
ポ
イ

ン
ト
や
学

校
サ
イ
ド

の
想
い
、

不
登
校
の

子
ど
も
へ

の
支
援
校

な
ど
の
情

報
・
実
情

が
分
か
っ

た
と
思
い

ま
す
。
今

後
の
活
動

に
お
役
立

て
く
だ
さ

い
。

　

午
後
の
部
は
、
分
科
会
3
の
児
童
虐

待
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
福
祉
部
こ
ど
も

安
全
課 

児
童
虐
待
対
策
幹 

我
妻
卓
哉

様
、
担
当
主
任 

山
口
航
様
、
埼
玉
県
熊

谷
児
童
相
談
所
虐
待
・
相
談
指
導
担
当

課
長 

広
瀬
文
章
様
よ
り
「
児
童
虐
待
の

現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
現
状
の
説
明
に
加
え
、
児

童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
の
種
類
の
説

明
な
ど
幅
広
い
内
容
で
し
た
。

　

児
童
相
談
所
へ
の
虐
待
通
告
を
行
っ

て
も
な
か
な
か
返
信
が
な
い
な
ど
、
講

義
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
質
問
が
多

く
出
ま
し
た
が
、
対
応
の
結
果
に
つ
い

て
は
守
秘
義
務
よ
り
報
告
が
で
き
な
い

こ
と
や
一
時
保
護
を
戻
す
場
合
に
は
市

町
村
の
子
育
て
支
援
部
署
に
は
報
告
を

行
っ
て
い
る
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
児
童
虐
待
の
案

件
は
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
研
修
に
よ

り
知
識
を
広
め
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
虐
待
の
疑
い
が
あ

れ
ば
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
市
町
村

や
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
二
つ
の
研
修
の
内
容
は
、
県
民

児
協
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
活
動
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

主
任
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

説
明
会

す
る
問
題
を
見
極
め
て
適
切
な
機
関
へ

つ
な
ぐ
主
任
児
童
委
員
へ
の
期
待
は
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
11
月
14
日
彩
の
国
す
こ
や

か
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
主

任
児
童
委
員
部
会
員
と
市
町
村
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
を
対
象
に
、

本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
内
容
の
説
明
を
ペ
ー

ジ
毎
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
か
ら
「
12
月

の
一
斉
改
選
の
後
、
新
任
の
方
へ
の
研

修
に
も
活
用
で
き
る
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。」
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
自
身
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
、
所
属
す
る
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
地
域
に
合
っ
た
内
容
を
選
択
し
使

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
2

冊
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
地
域

の
未
来
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

皆
、
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て（
分
科
会
3
）

主任児童委員に求められる役割

1

〇学校等と家庭の間にある地域社会の見見守守りり役役

児童委員：虐待など地域に潜在した情報が集まる存在

主主任任児児童童委委員員：児童委員の活動に対する援助・協力

〇関係機関や専門職への橋橋渡渡しし役役

児童委員と関係機関（市町村や学校など）との連絡調整

児童委員が対応に窮する事案

専門職（要対協・児相）へ対応を委ねる
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令
和
4
年
度
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
で
、
市
町
村
民
児
協
会
長
が

気
に
な
る
テ
ー
マ
を
4
つ
取
り
上
げ
、

テ
ー
マ
毎
に
62
市
町
村
民
児
協
会
長
に

よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
①
「
一
斉
改
選
」、
②
「
地
区

民
児
協
の
運
営
」、
③
「
他
機
関
と
の
連

携
」、
④
「
会
長
の
お
悩
み
相
談
」
で
す
。

　
「
一
斉
改
選
」
で
は
、
会
長
だ
け
で
は

な
く
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
課
職
員
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
地
区
民
児
協
の
運
営
」
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡
会
議
の

テ
ー
マ
も
兼
ね
、
東
西
南
北
の
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
分
か
れ
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
35
文
字
で
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
「
わ
が
ま
ち
民
児

協
の
理
想
」
を
、
民
児
協
だ
よ
り
10
月

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

▪
「
他
機
関
の
連
携
」
で
は

　

他
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
8
月
31

日
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
日

頃
の
活
動
に
お
け
る
各
関
係
機
関
と
の

諸
問
題
を
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
地
区

民
児
協
の
活
動
に
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

か
と
思
い
今
回
の
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
と
し
て
は
短
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
各
委
員
か
ら
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
各
地
区
と

も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

は
上
手
く
起
動
し
て
い
る
と
の
発
言
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
関

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

が
上
手
く
機
能
し
て
い
る
市
や
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
24
時
間
対
応
し

て
い
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
反
面
、
紹
介
し
た
人
の
情
報
が

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
員
と
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
協
力
し
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

学
校
と
の
関
係
で
は
、
家
庭
科
授
業

の
手
伝
い
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

し
て
い
る
地
区
が
あ
り
驚
き
と
同
時
に

良
い
情
報
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
登

下
校
時
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
し
た
が
、
問
題
を
抱
え
て
い
る

児
童
に
関
し
て
は
学
校
か
ら
の
情
報
が

出
て
こ
な
い
、
情
報
の
共
有
が
で
き
て

な
い
の
で
見
守
り
活
動
が
で
き
な
い
等
、

学
校
と
の
連
携
で
は
問
題
が
多
い
と
の

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
反
面
、
こ
ど
も
食
堂
を
通
し
て

問
題
を
感
じ
て
応
援
し
て
い
る
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
治
会
と
の
連
携
で
は
、
災
害
対
策

が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
地
区
が
多
い
よ
う

で
し
た
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
協
力
は
十
分

に
で
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
一
方
、
今

は
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
自
治
会
に
加
入

し
て
い
な
い
住
民
が
多
く
、
災
害
時
等
で

は
自
治
会
と
要
支
援
者
の
狭
間
で
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
地
区
民
児
協
（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
）
が
お
り
、
そ
の

解
決
策
を
各
自
治
会
に
お
い
て
調
整
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

行
政
の
窓
口
で
は
短
期
間
で
担
当
者

が
変
わ
り
引
継
ぎ
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、

合
併
に
よ
り
一
つ
の
市
に
な
っ
て
時
間

が
だ
い
ぶ
経
過
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
単

位
民
児
協
が
一
本
化
で
き
な
い
で
困
っ

て
い
る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で
問
題

が
解
決
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

大
変
で
す
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
各
地
区

と
の
意
見
交
換
会

に
よ
り
得
た
情
報

か
ら
、
地
区
に
お

い
て
改
善
・
改
正

が
な
さ
れ
、
そ
の

地
区
に
合
っ
た
活

用
方
法
を
見
出
し
て
各
委
員
の
活
動
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▪
「
会
長
の
お
悩
み
相
談
」
で
は

　

会
長
の
「
あ
て
職
」
に
つ
い
て
は
、

う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
る
会
長
も
い
ま

す
が
、
多
く
の
会
長
は
、「
分
担
」
し
て

ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
欠
員
」
の
問
題
で
は
、
自
治

会
の
対
応
次
第
で
欠
員
が
で
る
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換

会
で
は
、
悩
み
が
「
無
い
」
会
長
も
多

く
、
悩
み
解
消
に
向
け
て
、
各
民
児
協

で
や
り
易
い
よ
う
に
改
革
す
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

▪
ま
と
め

　

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
5
月

25
日
か
ら
始
ま
っ
た
テ
ー
マ
別
意
見
交

換
会
で
は
、
62
市
町
村
民
児
協
会
長
か

ら
活
発
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
地
域

差
は
あ
り
ま
す
が
、
各
地
区
民
児
協
の

現
状
を
知
り
、
参
考
に
な
る
情
報
を
得

る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
委
員
の
欠
員
や
推
薦
方
法
等
、

一
斉
改
選
に
関
す
る
課
題
は
、他
の
テ
ー

マ
ご
と
の
意
見
交
換
会
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
感
心
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
い
時
期
に
情
報
交
換
会
の

開
催
を
望
ま
れ
る
声
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

反
省
点
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　

62
市
町
村
民
児
協
会
長
か
ら
い
た
だ

4
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
意
見
交
換
会

を
実
施

地
区
民
児
協
支
援
部
会

地
区
民
児
協
支
援
部
会
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令
和
4
年
10
月
28
日
（
金
）、
市
町
村

民
児
協
会
長
お
よ
び
本
会
主
任
児
童
委

員
部
会
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
リ

モ
ー
ト
併
用
に
よ
り
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
内
容
や
活
用
方
法
を
周
知
し
、
検
討

す
る
た
め
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
本
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の

①
作
成
の
趣
旨
、

②
構
成
、
③
内

容
と
活
用
方
法

に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

▪
グ
ル
ー
プ
討
議

　

後
半
は
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
方

法
」
を
テ
ー
マ
に
今
後
、
地
域
で
よ
り

活
用
し
て
い
た
だ
く
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
、
市
町
村
民
児

協
会
長
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

◦�

市
町
村
民
児
協
会
長
や
単
位
民
児
協

会
長
が
説
明
す
る
際
、
事
前
に
Ｑ
＆

Ａ
の
ア
ン
サ
ー
で
、
活
動
内
容
が
同

じ
も
の
と
違
う
も
の
を
理
解
し
て
か

ら
説
明
す
る
。

◦�

定
例
会
や
そ
の
他
で
も
、
委
員
が
集

ま
る
時
に
周
知
し
、
活
用
す
る
。

◦�
退
任
す
る
委
員
に
も
配
付
し
て
、
側

面
か
ら
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
。

◦�

配
付
だ
け
で
は
な
く
、
研
修
時
に
読

み
合
わ
せ
を
す
る
。

◦�

主
任
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
併
せ
て
研
修
を
す
る
。

◦�

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
書
か
れ
て
い
な
い

活
動
は
、
そ
の
都
度
、
各
地
区
や
各

市
町
村
で
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
第
2
版
へ
活
か
し
て
も
ら
う
。

　

各
グ
ル
ー
プ
、
活
用
に
向
け
た
積
極

的
な
意
見
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
良
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
で
き

た
の
だ
か
ら
、
退
任
す
る
委
員
に
も
差

し
上
げ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
。

良
い
も
の
は
多
方
面
に
主
張
し
て
い
く

べ
き
。」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

▪
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

■�

今
後
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
ま

す
か
？

■
感
想
や
ご
意
見

◦�

新
任
委
員
に
大
変
役
立
つ
と
思
う
。

◦�

定
例
会
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

◦�

日
頃
の
活
動
に
起
こ
る
Ｑ
＆
Ａ
が
多

く
、
理
解
で
き
る
。

◦�

経
験
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
て
い

た
だ
い
た
よ
う
。

◦�

も
っ
と
早
く
欲
し
か
っ
た
。

◦�

ア
ン
サ
ー
の
対
応
が
異
な
る
ケ
ー
ス

も
参
考
に
し
た
い
。

◦�

自
分
た
ち
の
市
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
価

値
あ
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

「
民
生
委
員・児
童
委
員
、主
任
児
童
委

員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」活
用
方
法
に

関
す
る
説
明
会　
開
催
報
告

広
報
部
会

広
報
部
会

❖ ハンドブックの概要 ❖

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、
行
政

や
関
係
機
関
に
も
働
き
か
け
、
今
後
の

市
町
村
民
児
協
の
運
営
や
活
動
に
向
け

て
、
地
区
に
あ
っ
た
改
善
策
等
ご
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
活
用
方
法
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
、
各
地
域
に
合
っ
た
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

（1）わかりやすいＱ＆Ａ方式
　�　民生委員制度や民生委
員・児童委員、主任児童委
員の役割などの〔資料編〕
を前半の4ページにまとめ、
委員の経験から〔活動Ｑ＆
Ａ〕を8つの分野でまとめ
ました。

（2）活動の一助となるように作成
　① �日頃の活動の疑問や不安を解消できるよ

うに。
　② �特に、コロナ禍で研修を受けられなかっ

た新任の委員さんのために。
（3）�memo欄を活用して、自分で作るハンド

ブック！
　�　「こんな時、どうするの？」のＱ＆Ａにつ
いて、自身の活動方法を確認し書き込んで、
より充実したハンドブックにしてください。

（4）研修会によって全民生委員・児童委員に
　�　事例検討や意見交換など研修の場で活用
してください。

（5）第2版に向けてご意見をお寄せください。
　�　活用して気がついた点や改善点等を県民
児協までお知らせください。

活用について
検討する

2％

すぐにでも
活用したい

38％

活用
できそう
58％

どちらとも
いえない
2％
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3年間を振り返って

3
　
県
民
児
協
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
民

　
県
民
児
協
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
果
た
し
て
ど

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
果
た
し
て
ど

　
私
た
ち
は
現
在
、
自
然
災
害
や
新
型

　
私
た
ち
は
現
在
、
自
然
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
透
明
で
厳
し
い
時

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
透
明
で
厳
し
い
時

代
の
環
境
の
中
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

代
の
環
境
の
中
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
鳩
山
町
も
少
子
高
齢
化
問
題
で
活
動

　
鳩
山
町
も
少
子
高
齢
化
問
題
で
活
動

内
容
も
多
岐
複
雑
に
わ
た
り
な
が
ら
地

内
容
も
多
岐
複
雑
に
わ
た
り
な
が
ら
地

域
で
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

域
で
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

　
朝
霞
市
の
人
口

　
朝
霞
市
の
人
口
1414
万
人
、
民
生
委
員
・

万
人
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
定
数

児
童
委
員
定
数
1
6
4

1
6
4
人
の
と
こ
ろ
欠

人
の
と
こ
ろ
欠

員員
1919
人
。
東
、
西
、
南
、
北
、
東
北
、

人
。
東
、
西
、
南
、
北
、
東
北
、

南
西
部
の

南
西
部
の
66
地
区
に
区
分
さ
れ
障
害
者
、

地
区
に
区
分
さ
れ
障
害
者
、

児
童
、
生
活
福
祉
、
高
齢
者
、
主
任
児

児
童
、
生
活
福
祉
、
高
齢
者
、
主
任
児

童
委
員
の

童
委
員
の
55
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
感
染
症
予
防
を
徹
底
し
、
手

大
に
よ
り
感
染
症
予
防
を
徹
底
し
、
手

紙
、
マ
ス
ク
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
ド
ア

紙
、
マ
ス
ク
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
ド
ア

ホ
ン
越
し
の
声
か
け
、
電
話
で
の
応
対

ホ
ン
越
し
の
声
か
け
、
電
話
で
の
応
対

等
、
各
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫

等
、
各
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
の
見
守
り
活
動
を
継

を
凝
ら
し
な
が
ら
の
見
守
り
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

続
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
定
例
会
に
お
い
て
は
中
止
も

　
地
区
の
定
例
会
に
お
い
て
は
中
止
も

あ
り
ま
し
た
が
必
要
事
項
の
み
に
な
り
、

あ
り
ま
し
た
が
必
要
事
項
の
み
に
な
り
、

委
員
同
士
の
会
食
等
も
控
え
て
き
ま
し

委
員
同
士
の
会
食
等
も
控
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
委
員

た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
委
員

活
動
の
中
で
の
不
安
等
を
引
き
出
す
機

活
動
の
中
で
の
不
安
等
を
引
き
出
す
機

れ
だ
け
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

れ
だ
け
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は

　
私
は
55
期
目
で
市
の
民
児
協
会
長
に

期
目
で
市
の
民
児
協
会
長
に

な
り
、
県
民
児
協
の
会
議
等
に
参
加
し

な
り
、
県
民
児
協
の
会
議
等
に
参
加
し

て
や
っ
と
知
っ
た
次
第
で
す
。

て
や
っ
と
知
っ
た
次
第
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
民
児
協
だ
よ
り
で
知

　
そ
れ
ま
で
は
、
民
児
協
だ
よ
り
で
知

る
程
度
で
、
前
任
者
の
参
加
報
告
も
無

る
程
度
で
、
前
任
者
の
参
加
報
告
も
無

け
れ
ば
引
継
ぎ
す
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

け
れ
ば
引
継
ぎ
す
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
年
に
な
っ
て
部
会
活
動

　
し
か
し
、
今
年
に
な
っ
て
部
会
活
動

が
活
発
化
し
、
研
修
部
会
に
よ
る
研
修
、

が
活
発
化
し
、
研
修
部
会
に
よ
る
研
修
、

更
に
私
が
所
属
し
た
広
報
部
会
の
ハ
ン

更
に
私
が
所
属
し
た
広
報
部
会
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
参
加
し
た
こ
と
で
変

ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
参
加
し
た
こ
と
で
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
私
た
ち
の
活
動
に

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
私
た
ち
の
活
動
に

必
要
な
指
針
と
な
る
も
の
で
、
今
ま
で

必
要
な
指
針
と
な
る
も
の
で
、
今
ま
で

無
か
っ
た
の
が
不
思
議
な
位
で
す
が
、

無
か
っ
た
の
が
不
思
議
な
位
で
す
が
、

こ
こ
に
誕
生
し
た
こ
と
で
県
民
児
協
の

こ
こ
に
誕
生
し
た
こ
と
で
県
民
児
協
の

存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で

存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
に
、
机
の
上

　
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
に
、
机
の
上

の
国
語
辞
典
や
英
和
辞
典
で
育
っ
た
よ

の
国
語
辞
典
や
英
和
辞
典
で
育
っ
た
よ

う
に
、
研
修
会
の
参
加
だ
け
で
は
得
ら

う
に
、
研
修
会
の
参
加
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
直
接

れ
な
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
直
接

必
要
な
参
考
書
を
今
後
と
も
、ぜ
ひ
作
っ

必
要
な
参
考
書
を
今
後
と
も
、ぜ
ひ
作
っ

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
町
村
の
活
動
情
報
を
得

　
ま
た
、
他
市
町
村
の
活
動
情
報
を
得

る
こ
と
は
非
常
に
役
に
立
つ
こ
と
で
、

る
こ
と
は
非
常
に
役
に
立
つ
こ
と
で
、

会
議
の
後
に
一
時
間
程
で
も
時
間
を

会
議
の
後
に
一
時
間
程
で
も
時
間
を

作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
皆
さ
ん
が
遠
方
か
ら
も
集

　
せ
っ
か
く
皆
さ
ん
が
遠
方
か
ら
も
集

ま
る
の
に
、
一
つ
だ
け
の
会
議
だ
け
で

ま
る
の
に
、
一
つ
だ
け
の
会
議
だ
け
で

会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
。

　
今
年
は
一
斉
改
選
の
年
、
委
員
同
士

　
今
年
は
一
斉
改
選
の
年
、
委
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を

念
頭
に
お
き
活
動
し
て
い
け
た
ら
と

念
頭
に
お
き
活
動
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児
童

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
候
補
者
の
確
保
が
厳
し
い
の
が
現

委
員
候
補
者
の
確
保
が
厳
し
い
の
が
現

状
で
す
。
と
は
言
え
私
た
ち
は
対
象
者

状
で
す
。
と
は
言
え
私
た
ち
は
対
象
者

一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
し

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
し

て
、
私
た
ち
も
周
り
の
人
た
ち
に
助
け

て
、
私
た
ち
も
周
り
の
人
た
ち
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
「
感
謝
」
を
忘
れ
ず
笑
顔

ら
れ
な
が
ら
「
感
謝
」
を
忘
れ
ず
笑
顔

の
活
動
目
指
し
ま
す
。

の
活
動
目
指
し
ま
す
。

　
感
染
症
が
収
束
し
、
安
心
し
て
過
ご

　
感
染
症
が
収
束
し
、
安
心
し
て
過
ご

せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

��

（
土
佐　
隆
子
）

（
土
佐　
隆
子
）

飯
能
市

朝
霞
市

鳩
山
町

「
県
民
児
協
」に

「
県
民
児
協
」に

大
い
に
期
待
！

大
い
に
期
待
！

「
感
謝
」を
忘
れ
ず

「
感
謝
」を
忘
れ
ず

「
笑
顔
」の
活
動

「
笑
顔
」の
活
動

民
生
委
員・児
童
委
員

民
生
委
員・児
童
委
員

信
条
を
厳
守

信
条
を
厳
守

1

2

3

は
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

は
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
事
務
局
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
ば
か

　
事
務
局
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
ば
か

り
で
す
が
、
活
動
強
化
の
た
め
、
ご
協

り
で
す
が
、
活
動
強
化
の
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

��

（
野
口　
博
巳
）

（
野
口　
博
巳
）

年間を振り返って
　令和元年12月からの3年間は新型コロナウイルス
感染症の影響で異例の3年間となりました。
　また、県民児協においても抜本的な事業の見直
しと4部会の設置により改革を行いました。
　この3年間、試行錯誤してきたことが次期への糧
となるよう振り返りました。
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（
1
）�　
会
費
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
第
4
条
（
基
準
定
数
）

　
　

�　

会
費
の
基
準
定
数
は
、
毎
年
度
4
月

1
日
現
在
の
市
町
村
ご
と
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
現
員
数
に
基
づ
い
て
算
定
す

る
。
た
だ
し
、
欠
員
の
補
充
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
は
、
当
該
人
員
を
現
員
数

に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
改
正
前
…�

4
月
1
日
の
定
数

　
　
※�

令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
し
、

令
和
5
年
度
予
算
か
ら
適
用
す
る
。

（
2
）�　
埼
玉
県
民
生
委
員
互
助
事
業
運
営
規

程
の
廃
止
及
び
埼
玉
県
民
生
委
員
互
助

事
業
施
行
細
則
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　

�　

埼
玉
県
民
生
委
員
互
助
事
業
運
営
規

程
及
び
埼
玉
県
民
生
委
員
互
助
事
業
施

行
細
則
を
廃
止
す
る
。

　
　
※�

令
和
4
年
12
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
・�

全
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
退
職
給

付
金
を
支
給
す
る
。

　
　
・
令
和
5
年
3
月
頃
に
給
付
す
る
。

第
１
７
５
回
理
事
会
（
令
和
４
年
10
月

24
日
開
催
）
お
よ
び
第
１
６
５
回
評
議

員
会
（
令
和
４
年
11
月
７
日
開
催
）
に

お
い
て
、
次
の
2
つ
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年

　
令
和
元
年
1212
月
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー

月
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー

を
加
え
て
活
動
を
開
始
し
た
直
後
に
、

を
加
え
て
活
動
を
開
始
し
た
直
後
に
、

児
童
委
員

児
童
委
員
3535
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ロ
ナ

名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
な
か
訪
問
見
守

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
な
か
訪
問
見
守

り
等
、
創
意
工
夫
を
図
り
、
日
々
身
近

り
等
、
創
意
工
夫
を
図
り
、
日
々
身
近

な
問
題
に
対
し
素
早
い
対
応
と
、
心
か

な
問
題
に
対
し
素
早
い
対
応
と
、
心
か

ら
の
優
し
さ
を
も
っ
て
相
談
相
手
に
な

ら
の
優
し
さ
を
も
っ
て
相
談
相
手
に
な

る
こ
と
と
、
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

る
こ
と
と
、
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

個
人
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
厳
守
し
日
々
活

個
人
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
厳
守
し
日
々
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
長
職
と
し
て
委
員
同
士
の
疑
問
を

　
会
長
職
と
し
て
委
員
同
士
の
疑
問
を

解
決
・
納
得
す
べ
く
委
員
同
士
の
隙
間

解
決
・
納
得
す
べ
く
委
員
同
士
の
隙
間

を
埋
め
る
役
職
と
し
て
自
分
の
経
験
を

を
埋
め
る
役
職
と
し
て
自
分
の
経
験
を

踏
ま
え
、
新
任
委
員
に
は
励
ま
し
、
日
々

踏
ま
え
、
新
任
委
員
に
は
励
ま
し
、
日
々

の
活
動
に
つ
い
て
の
疑
問
に
も
わ
か
り

の
活
動
に
つ
い
て
の
疑
問
に
も
わ
か
り

や
す
く
話
を
し
て
協
力
・
支
援
を
し
て

や
す
く
話
を
し
て
協
力
・
支
援
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
県
民
児
協
評
議
員
会
の
会
議

　
ま
た
、
県
民
児
協
評
議
員
会
の
会
議

内
容
に
つ
い
て
定
例
会
等
で
朝
令
暮
改

内
容
に
つ
い
て
定
例
会
等
で
朝
令
暮
改

に
な
ら
な
い
よ
う
全
員
に
周
知
徹
底
を

に
な
ら
な
い
よ
う
全
員
に
周
知
徹
底
を

は
か
り
伝
達
し
、
委
員
全
員
が
常
に
初

は
か
り
伝
達
し
、
委
員
全
員
が
常
に
初

心
に
戻
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
信

心
に
戻
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
信

条
を
厳
守
す
る
こ
と
で
活
動
し
て
お
り

条
を
厳
守
す
る
こ
と
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。��

（
矢
野　
幹
夫
）

（
矢
野　
幹
夫
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
拡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
拡

大
し
、
こ
の
た
め
定
例
会
議
を
始
め
全

大
し
、
こ
の
た
め
定
例
会
議
を
始
め
全

て
の
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
。

て
の
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
定
例
会
議
は
、

　

そ
の
後
、
定
例
会
議
は
、
66
月
以
降

月
以
降

に
感
染
の
状
況
を
見
な
が
ら
断
続
的
に

に
感
染
の
状
況
を
見
な
が
ら
断
続
的
に

開
催
し
て
来
ま
し
た
。
訪
問
活
動
は
、

開
催
し
て
来
ま
し
た
。
訪
問
活
動
は
、

当
初
電
話
を
主
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
初
電
話
を
主
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
通
常
の
活
動
に
戻
し
て
行
き
ま

徐
々
に
通
常
の
活
動
に
戻
し
て
行
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

し
た
。
し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
中
に
は
、
感
染
を
恐
れ
て
一
歩
も

者
の
中
に
は
、
感
染
を
恐
れ
て
一
歩
も

外
に
出
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
の

外
に
出
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
の

で
、
対
応
の
仕
方
を
考
慮
し
な
が
ら
行

で
、
対
応
の
仕
方
を
考
慮
し
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
も
間

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
も
間

も
な
く

も
な
く
33
年
目
が
終
了
す
る
と
こ
ろ
で

年
目
が
終
了
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
、

す
が
、
高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
開
催
方
法
、

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
開
催
方
法
、

内
容
等
の
変
更
も
考
慮
し
て
検
討
し
ま

内
容
等
の
変
更
も
考
慮
し
て
検
討
し
ま

し
た
が
、
一
部
の
地
域
で
変
則
的
に
開

し
た
が
、
一
部
の
地
域
で
変
則
的
に
開

催
し
た
以
外
は
、
開
催
を
断
念
せ
ざ
る

催
し
た
以
外
は
、
開
催
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の

　
ま
た
、
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の

福
祉
施
設
の
視
察
研
修
や
研
修
会
、
情

福
祉
施
設
の
視
察
研
修
や
研
修
会
、
情

報
交
換
会
も
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と

報
交
換
会
も
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
大
変
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
な
お
、

は
大
変
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
な
お
、

33
年
目
に
な
り
、
部
会
ご
と
の
話
し
合

年
目
に
な
り
、
部
会
ご
と
の
話
し
合

い
や
外
部
講
師
を
招
い
て
の
研
修
会
は

い
や
外
部
講
師
を
招
い
て
の
研
修
会
は

開
催
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

開
催
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
全
委
員
が
力

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
全
委
員
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
も
の
が
あ
り

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
も
の
が
あ
り

と
き
が
わ
町

地
道
な
訪
問
活
動

地
道
な
訪
問
活
動

4

ま
す
。
そ
れ
は
、
大
変
遅

ま
す
。
そ
れ
は
、
大
変
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
で
は
あ
り

れ
ば
せ
な
が
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
地
域
版
の「
活
動
強

ま
す
が
地
域
版
の「
活
動
強

化
方
策
」の
作
成
で
あ
り
ま

化
方
策
」の
作
成
で
あ
り
ま

す
。
全
委
員
が
書
面
で
意

す
。
全
委
員
が
書
面
で
意

見
等
を
提
出
し
、
こ
れ
を

見
等
を
提
出
し
、
こ
れ
を

基
に
基
に
33
部
会
に
分
か
れ
て

部
会
に
分
か
れ
て

討
議
を
重
ね
、
と
き
が
わ

討
議
を
重
ね
、
と
き
が
わ

町
民
児
協
と
し
て
の
活
動

町
民
児
協
と
し
て
の
活
動

の
重
点
目
標
を
作
成
し
た

の
重
点
目
標
を
作
成
し
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
今
後

は
今
後
33
年
程
度
ご
と
に

年
程
度
ご
と
に

見
直
し
を
す
る
こ
と
と
し

見
直
し
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
の
基
本
で
あ
る
訪
問

活
動
の
基
本
で
あ
る
訪
問

活
動
に
地
道
に
取
り
組
み
、

活
動
に
地
道
に
取
り
組
み
、

地
域
の
皆
様
か
ら
感
謝
の

地
域
の
皆
様
か
ら
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と

言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
私
た
ち
の
喜
び
で
あ

は
、
私
た
ち
の
喜
び
で
あ

り
、
ま
た
誇
り
で
も
あ
り

り
、
ま
た
誇
り
で
も
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民
の

　

今
後
も
、
地
域
住
民
の

見
守
り
役
と
し
て
、
地
道

見
守
り
役
と
し
て
、
地
道

な
訪
問
活
動
を
基
本
と
し

な
訪
問
活
動
を
基
本
と
し

て
活
動
し
て
行
き
た
い
と

て
活
動
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

思
っ
て
お
り
ま
す
。

��

（
坂
下　
浩
）

（
坂
下　
浩
）
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埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り 

No.
１
７
２
号

令
和
５
年
2
月
1
日
発
行

︿
発
行
人
﹀
寺
田
治
子　
︿
編
集
人
﹀
寺
田
治
子

︿
発
行
所
﹀
一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
〒
3
3
0-

0
0
7
5　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
4-

2-

65　

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

T
E
L 
:
0
4
8
（
8
2
2
）
1
1
9
7　
F
A
X
: 

0
4
8
（
8
2
4
）
6
5
8
6

　

嘉
永
4
年
（
1
8
5
1
）、

武
蔵
国
幡
羅
郡
俵
瀬
村
（
現

埼
玉
県
熊
谷
市
俵
瀬
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

慶
応
2
年
（
1
8
6
6
）

頃
に
結
婚
し
ま
し
た
が
、
不

慮
の
病
気
に
よ
り
離
婚
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
婦
人
科
の
治
療
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
女
性
医
師
の
必

要
性
を
痛
感
し
、「
令
義
解
」
と
い

う
古
文
書
に
女
医
の
記
述
が
あ
る
こ

と
を
見
つ
け
、
医
師
に
な
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

明
治
12
年
（
1
8
7
9
）、
東
京

女
子
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女

子
大
学
）
を
卒
業
す
る
際
、
教
授

の
紹
介
に
よ
り
面
会
し
た
、
後
に
陸

軍
軍
医
総
監
と
な
る
医
学
界
の
重

鎮
石
黒
忠
悳
の
尽
力
に
よ
り
、
私
立

医
学
校
「
好
寿
院
」
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
優
秀
な
成
績
で

卒
業
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
女
性
に

は
医
術
開
業
試
験
を
受
け
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

吟
子
か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ
た

石
黒
忠
悳
は
、
内
務
省
衛
生
局
長

の
長
与
専
斎
に
「
女
医
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
条
文
が
な
い
以
上

は
、
試
験
を
受
け
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。」
と
か
け
あ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
吟
子
も
長
与
と
面
会
で

き
、
女
医
へ
の
熱
い
思
い
が
通
じ
、

女
性
の
受
験
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
18
年
（
1
8
8
5
）、
女
性

で
唯
一
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
、

「
産
婦
人
科�

荻
野
医
院
」
を
開
業
し

ま
し
た
。

　

吟
子
は
、
患
者
の
背
景
に
貧
困

や
社
会
習
慣
等
の
問
題
を
感
じ
、

キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
、
そ
の
他
、
女

性
の
権
利
確
立
の
た
め
の
活
動
を
続

け
ま
し
た
。

　
明
治
24
年
（
1
8
9
1
）
に
起
き

た
濃
尾
大
地
震
で
は
、
日
本
の
知
的

障
害
児
教
育
の
創
始
者
の
石
井
亮
一

に
賛
同
し
、
荻
野
医
院
を
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
開
放
し
、
孤
児
た
ち
の

世
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
（
1
8
9
0
）
頃
に
、

青
年
キ
リ
ス
ト
伝
道
師
と
結
婚
し
、

北
海
道
に
渡
り
ま
し
た
が
、
夫
が
急

逝
し
た
後
の
明
治
41
年（
1
9
0
8
）

に
帰
京
し
、
医
院
を
開
業
し
て
晩

年
を
送
り
ま
し
た
。

埼玉ゆかりの偉人紹介

荻 野　吟 子  氏
日本最初の女医

（1851～1913年）
荻野吟子肖像画（北川正作）

熊谷市立熊谷図書館提供

今後の予定
2 月

7日 広報部会全体会議 すこやかプラザ

7日 研修部会全体会議 すこやかプラザ

8日 主任児童委員部会全体会議 すこやかプラザ

9日 民生児童委員・保護司連絡会 すこやかプラザ

3 月

7日 正副会長会議 すこやかプラザ

10日 第178回理事会 すこやかプラザ

22日 正副会長会議 すこやかプラザ

29日 第167回評議員会 すこやかプラザ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
県
民
児
協
で
約
９
千

名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
地
域
住
民
の
よ
き
相
談
相
手

と
し
て
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
２
類
か
ら
５
類
へ
の
変
更
が
検

討
さ
れ
、
４
月
か
ら
新
た
な
展
開
を
迎
え
そ
う
で
す
。
名

実
と
も
に
収
束
し
、
制
限
の
な
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
新
会
長
の
も
と
、
広
報
部
会
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
委

員
活
動
の
一
助
と
な
る
情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
志
子
田　
健
一
）

編
集
後
記

部
会
長 

寺
田　
治
子

副
部
会
長 

藤
野　
美
佐
子

副
部
会
長 

志
子
田　
健
一

部
会
員 

野
口　
博
巳

部
会
員 

矢
野　
幹
夫

部
会
員 

坂
下　
　
浩

部
会
員 

土
佐　
隆
子

▼172号は前任期の
県民児協広報部会Ｄ
チームで編集、校正
しました。

〒330-0075 さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会 広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提
出
先

12令和5年2月1日　No.172


